
運用効果からみた可能性と課題
ご〉

新たなサーバ設置を行わ?広域電子力ルテ連携を目指す
東京総合医療ネットワークが始動

l三

東京都医師会理事(医療情報担当)

目々漂肇

+Summary 
Wide area EMR sharing without any server building in 
Tokyo 
Tokyo Medical Association announced the medical coop-
eration system by connecting the EMRs of the hospitals 
in Tokyo. It is planned by a method not to need the large 
amount of capital spending such as servers by being con-
nected between the datacenter in conformity with IHE 
standard. 

要
旨
一
東
京
都
内
に
あ
る
病
院
の
電
子
カ
ル
テ
を

接
続
す
る
こ
と
に
よ
る
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
構
築

を
、
東
京
都
医
師
会
が
発
表
し
た
。

l
H
E
規
格

に
則
り
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
間
接
続
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
サ
ー
バ
な
ど
の
高
額
な
設
備
投
資
を
、
必

要
と
し
な
い
方
式
で
計
画
さ
れ
て
い
る
。

I
C
T
を
利
用
し
た
医
療
情
報
連
携
は
技
術
革
新

が
目
覚
ま
し
く
、
全
国
各
地
で
病
院
や
診
療
所
の
電

子
カ
ル
テ
か
ら
医
療
介
護
ま
で
を
包
括
し
た
連
携
シ

ス
テ
ム
構
築
に
つ
い
て
の
ニ
ュ
ー
ス
は
枚
挙
に
い
と

ま
が
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
構
築
し
た

も
の
の
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
も
の
や
、
政
府
や
自

治
体
に
よ
る
補
助
金
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
存

続
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
も
の
が
数
多
く
あ
る
の
も

事
実
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
東
京
都
で
は
東
京
都
医
師
会
の
先
輩
が

「
E
O
T
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
命
名
さ
れ
た
医
療
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
繁
明
期
に
全
国
に
先

駆
け
て
創
設
し
、
画
像
デ
l
タ
の
交
換
ま
で
実
現
し

た
も
の
の
普
及
に
至
る
こ
と
な
く
凍
結
|
中
止
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
歴
史
が
あ
る
。
他
府
県
で
医
療
情

報
連
携
を
実
現
し
た
と
こ
ろ
の
多
く
は
単
一
の
大
学

病
院
が
、
も
し
く
は

2
1
3
の
中
核
病
院
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
を
率
先
し
た
と
こ
ろ
が
多
い
。

翻
っ
て
、
東
京
都
に
は
日
の
大
学
医
学
部
ま
た
は

医
科
大
学
が
あ
り
、
そ
の
附
属
病
院
も
多
数
存
在
す

る
だ
け
で
な
く
、
国
立
・
都
立
・
公
立
は
も
と
よ
り

全
国
の
医
療
を
牽
引
す
る
大
規
模
病
院
も
数
多
い
た

め
、
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
構
築
に
お
い
て
同
様
の
役

割
を
果
た
そ
う
と
名
乗
り
上
げ
る
と
こ
ろ
は
こ
れ
ま

で
な
か
っ
た
。

病
病
・
病
診
聞
の

医
療
l
C
T
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性

都
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
都
内
の
医
療
施
設
に

受
診
し
た
際
に
自
分
の
こ
れ
ま
で
に
受
け
た
医
療
情

報
を
き
ち
ん
と
医
療
者
に
開
示
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が

必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
。
も
し
、
電
子

カ
ル
テ
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

と
、
一
般
的
に
は
以
下
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ω受
診
医
療
機
関
に
よ
ら
な
い
、
同
じ
情
報
に
基
づ

い
た
適
切
な
医
療
の
提
供

ω患
者
自
身
で
は
全
て
の
説
明
は
困
難
な
情
報
も
開

示
・
参
照
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
安
全
性
の
向
上

同
医
療
機
関
が
診
療
を
行
う
際
の
、
安
全
・
安
心
の

提
供
凶
I
C
T
が
も
た
ら
す
効
率
化
に
よ
る
医
療
従
事
者

の
労
働
負
担
軽
減

同
重
複
検
査
等
の
防
止
に
よ
る
医
療
費
の
削
減

同
ポ
リ
フ
ァ

l
マ
シ

l
の
防
止

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
地
域
に
お
け
る
病
院
|
病

院
聞
や
病
院
|
診
療
所
間
の
医
療

I
C
T
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
重
要
で
あ
り
、
特
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
要

と
な
る
の
は
病
院
|
病
院
間
の
連
携
で
あ
る
。
都
民

の
受
療
行
動
を
観
察
す
る
と
、
急
性
期
に
は
都
心
部

の
大
病
院
へ
集
中
す
る
傾
向
が
あ
り
、
逆
に
慢
性
期
・

回
復
期
に
は
都
内
外
周
部
も
し
く
は
周
囲
県
の
医
療

機
関
に
移
動
・
拡
散
す
る
傾
向
が
あ
る
(
図

1
)
た

め
、
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
当
た
っ
て
は

東
京
都
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
シ
ス
テ
ム
が
必
要
と
考
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一一一→39-234人/日(50-300床)

一一一歩234-390人/日(300-500床)

ー→390人/日-(500床-)EZ旦iliI

え
た
。
こ
の
た
め
、

2
0
1
4
年
日
月
に
都
内
全
病
院
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
電

子
カ
ル
テ
を
使
用
し
て
い
る
病
院
は
全
体
の
約
4
割

ま
で
微
増
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
実
際
に
地
域
医
療

連
携
に
活
用
し
て
い
る
病
院
は
そ
の
う
ち
の
約
2
割

に
留
ま
っ
て
い
た
。

当
時
、
病
院
が
装
備
し
て
い
る
電
子
カ
ル
テ
は
「
連

携
シ
ス
テ
ム
」
を
設
置
す
れ
ば
医
療
情
報
連
携
を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
単
に
シ
ス
テ
ム
を

購
入
・
設
置
し
た
だ
け
で
は
病
院
同
士
を
連
携
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、

5
0
0
床
以
上
の
病
床
を
有
す
る
病
院
で

採
用
さ
れ
て
い
る
電
子
カ
ル
テ
の
銘
柄
調
査
で
は
、

富
士
通
・

N
E
C
・
c
s
ー
な
ど
が
全
体
の
お
%
を

占
め
、
実
装
し
て
い
る
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
は

出
EHHm日
目
立
品
問
。
(
富
士
通
)
・
H

ロ
ー
ピ
ロ
宵

(
N
E
C
-

S
E
C
)
で
あ
っ
た
。

一一一→46-92人/日(50-100床)

一一一歩守2-184人/日(100-200床)

ー今184人/日-(200床-)

-+都内 ・診埼玉県

-+千葉県 三 神奈川県

図1 急性期と慢性期における患者の動線比較 (平成27年度第3回東京都地域
医療構想作成に関わる意見聴取の場資料「構想区域間の患者の流出入情況Jより)

HumanBridge 

図2 HumanBridge (富士通)と ID-Link(NEC、SEC)の連携サーバは NTTデー
タの専用回線ですでに接続されていた

病
院
聞
で
の
電
子
カ
ル
テ
デ
ー
タ
の

相
互
参
照
実
証
実
験
の
成
功

こ
れ
ら
の
調
査
を
も
と
に
、
東
京
都
医
師
会
で
は

で
は
日
年
2
月
に
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
構
築
検

討
委
員
会
(
委
員
長
一
林
宏
光
日
本
医
科
大
教
授
)

を
設
置
し
て
協
議
検
討
を
開
始
し
た
。
構
想
の
基
本

と
し
て
、
下
記
に
留
意
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

川

現

在

都

内

で

多

数

導

入

さ

れ

て

い

る

出
C
E
g出
江
仏
向
。
.
日
ロ
'
F
E
r
の
相
互
接
続
を
実
現
す
る

ω永
続
性
・
運
営
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
、
な
る
べ
く

新
た
な
サ

l
バ
な
ど
を
設
け
な
い

一

ω病
院
側
の
投
資
が
東
京
都
の
補
助
金
事
業
で
カ

バ
ー
で
き
る
範
囲
内
と
す
る

川
凶
問
運
営
安
定
後
に
は
同
己EHH

以
外
の
ベ
ン
ダ
l
も
参
加
可
能
と
す
る

委
員
会
で
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
都
内
の
病
院
が
採

用
す
る
同

g
g口
出
江
巳
問
。
・

5
'
F
E宵
の
連
携
用
サ
ー

バ
は
限
ら
れ
た
も
の
を
除
き
、
館
林
(
出
口

B
S切
江
仏
間
ゆ
)

と
函
館

(
H
u
h
E宵
)
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
両
者

は
N
T
T
デ
l
タ
の
専
用
回
線
で
結
合
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、

I
H
E
規
格
に
よ

る
「
デ

l
タ
セ
ン
タ
ー
間
接
続
」
を
用
い
て
つ
な
ぐ

こ
と
に
よ
り
、

s
s
l
M
I
X
2
形
式
で
格
納
さ
れ

た
デ

l
タ
を
相
互
参
照
す
る
こ
と
が
理
論
上
可
能
で

あ
っ
た
(
図

2
)
。

こ
の
検
討
を
も
と
に
、
同
年
6
月
に
出
口
B
自
国
門
広
明

を
採
用
す
る
日
本
医
科
大
学
付
属
病
院
(
文
京
区
)

と

巴

'E畏
を
採
用
す
る
等
潤
病
院
(
足
立
区
)
聞

に
お
い
て
、
相
互
の
電
子
カ
ル
テ
デ

l
タ
を
相
互
参

照
す
る
実
証
実
験
を
行
っ
た
。
こ
の
実
験
に
て
、
等

潤
病
院
の

N
E
C
電
子
カ
ル
テ
の
記
載
が
日
本
医
科

2018年1月号療医新(125) 
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図3 実証実験におけるスクリーンショッ卜 IHE規格に基づく接続により、
等潤病院のNEC電子カルテの記載が日本医科大学付属病院の HumanBridge
画面で表示されている。この逆の組み合わせも、問題なく表示された

大
学
付
属
病
院
の
出
己EH

れ
た
O

さ
ら
に
こ
の
逆
の
組
み
合
わ
せ
も
試
さ
れ
た

が
、
こ
れ
も
問
題
な
く
表
示
さ
れ
た
(
図

3
)
。

こ
の
実
験
に
当
た
り
、
巴
'
ピ
ロ
片
側
は
何
の
改
修

も
必
要
な
く
対
応
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
日
本
医
科

大
学
が
装
備
し
て
い
た
同
己
目
自
国
江
島
常
に
は
相
応

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
が
必
要
で
あ
っ
た
。
実
施
に

当
た
っ
て
は
「
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
安
全
管
理
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
第

4
・
3
版
(
当
時
)
」
に
準
拠
し
て
実

支
援
・
補
助

運営協議会組織図

をフばけ施
実ラ、入さ
行を特れれ
可増別るた
能設に連
です新携こ
あるたシの
るこなスこ
ことサテと
とな lムに
がくノT をよ
確病等有り
認院のし
さ|高た I
れ病額病 H
た院と院 E
。聞な間規 ー公ム 、‘一 一
のるで格図4 東京私ロ医療不ノトワ ク組織図東京都の支援を受けた東京都医師会が業務
連イあを運営を東京都病院協会に委託し、東京総合医療ネットワーク運営協議会(任意団体)

携ンれ受を組織する

東京都医師会

者E京

ネットワーク事業の実施を委託

東

東京総合医療ネットワーク運営協議会

総会

理事会

運営委員会

作業部会

運営事務局

参加医疲使関は
全て運営協議会に加入

ネットワーク参加医療機関

総会で承認された

医療復関が委員

として参画

東
京
総
合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

推
進
と
課
題

こ
の
実
証
実
験
の
結
果
を
踏
ま
え
、
地
域
医
療
連

携
シ
ス
テ
ム
構
築
検
討
委
員
会
は
東
京
都
医
師
会
尾

崎
治
夫
会
長
に
対
し
、
日
年

7
月
に
中
問
答
申
が
提

出
さ
れ
た
。
答
申
を
受
け
東
京
都
医
師
会
理
事
会
で

の
了
承
を
得
て
、
同
年
日
月
凶
日
開
催
の
東
京
都
医

師
会
第

3
固
定
例
記
者
会
見
に
お
い
て
東
京
都
に
お

け
る
医
療

I
C
T
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
計
画
が
発

表
さ
れ
た
。

地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
構
築
検
討
委
員
会
で
は

計
画
を
実
行
段
階
に
移
す
べ
く
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

名
称
を
東
京
総
合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
決
定
し
、

相
互
接
続
の
た
め
の
手
順
書
の
作
成
、
連
携
に
当

た
っ
て
の
規
約
や
患
者
さ
ん
の
同
意
の
取
り
方
や
運

用
規
約
等
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
た
。
ま
た
、
地
域

医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
を
ベ

l
ス
と
す
る
同
年
度

以
降
の
東
京
都
の
補
助
事
業
に
お
い
て
も
、
病
院
が

地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
を
新
規
導
入
す
る
だ
け
で

な
く
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
の
た
め
の
費
用
に
つ
い

て
も
補
助
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

約

1
年
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、
東
京
都
医
師
会

は
東
京
都
よ
り
「
地
域
医
療
連
携

I
C
T
シ
ス
テ
ム

構
築
支
援
事
業
」
と
し
て
運
営
の
た
め
の
補
助
金
を

受
け
、
東
京
都
病
院
協
会
へ
の
運
営
委
託
を
行
う
こ

と
が
決
定
さ
れ
、
正
式
に
口
年

9
月

1
日
に
東
京
総

合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
協
議
会
が
設
立
さ
れ
た

(図

4
)
。
さ
ら
に
叩
月
お
日
に
都
内
の
病
院
を
対
象

と
し
た
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、

1
6
0
を
超
え
る
病

院
か
ら

3
0
0名
ほ
ど
の
参
加
者
を
迎
え
、
今
後
展

開
す
る
モ
デ
ル
事
業
な
ら
び
に
本
格
稼
働
へ
の
参
加

希
望
を
募
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、

I
H
E
規
格
に
よ
る
接
続
の
必
要
条
件
で

あ
る
病
院
ご
と
に
付
与
さ
れ
る

O
I
D
(
C
Z
0
2

5
8忌
ぽ
久
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
識
別
子
)
に
つ
い
て
は
、

東
京
都
医
師
会
が

一
般
財
団
法
人
日
本
情
報
経
済
社
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会
推
進
協
会

(
J
I
P
D
E
C
)
よ
り
取
得
し
、
枝

番
号
を
運
営
協
議
会
経
由
で
発
給
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

東
京
総
合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

取
り
組
み
と
将
来

東
京
総
合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

I
H
E
規
格
が

チータセンター

間接続

図5 東京総合医療ネットワークの構造 それぞれのベンダーのデータセンターに接続
された開示施設が医療情報を相互に開示・閲覧する。さらに開示施設と契約した病院・
診療所からも開示施設を超えた閲覧が可能となる

イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
医
療
情
報
項
目
に
つ
い
て
規
格

を
定
め
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
ベ
ン
ダ
ー
を

超
え
た
接
続
に
際
し
て
は

s
sー
M
I
X
2
標
準
化

ス
ト
レ
ー
ジ
の
範
囲
に
留
め
て
い
る
。
現
在
の
と
こ

ろ
、
相
互
閲
覧
可
能
な
主
た
る
項
目
は
処
方
内
容
、

注
射
内
容
、
臨
床
検
査
結
果
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
は

規
格
の
策
定
に
伴
い
増
加
し
て
い
く
予
定
で
、
同
年

4
月
に
は
病
名
、
ア
レ
ル
ギ
ー
情
報
、
入
退
院
情
報

が
加
わ
る
。
さ
ら
に
は
診
療
情
報
提
供
書
の
も
と
と

な
る
サ
マ
リ
デ

l
タ
(
添
付
画
像
も
含
む
)
が
策
定

予
定
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
十
分
な
も
の
と
は
言
え
な
い
が
、
同
じ

ベ
ン
ダ
ー
間
同
士
で
あ
れ
ば
連
携
可
能
な
項
目
の
ほ

ぼ
全
て
が
相
互
閲
覧
可
能
で
あ
り
、
現
在
未
策
定
で

あ
る
項
目
に
つ
い
て
は
、
わ
ざ
わ
ざ
専
用
サ
l
パ
を

建
て
る
こ
と
は
せ
ず
、
画
像
デ

l
タ
な
ど
の
最
重
要

デ
I
タ
も
規
格
策
定
・
そ
の
後
の
ベ
ン
ダ
ー
に
よ
る

対
応
を
待
っ
て
導
入
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
参
加
に
当
た
っ
て
は
、

①
連

携
サ

l
バ
を
有
し
情
報
開
示
機
能
を
有
す
る
「
開
示
・

閲
覧
施
設
」
と
、

②
特
定
の
提
供
施
設
と
契
約
を
結

び
開
示
さ
れ
て
い
る
情
報
を
閲
覧
す
る
だ
け
の
「
閲

覧
施
設
」
の

2
通
り
の
方
法
が
あ
る
。
開
示
施
設
同

士
は
相
互
閲
覧
が
可
能
で
あ
り
、
閲
覧
施
設
は
自
院

か
ら
の
患
者
が
契
約
し
た
開
示
施
設
以
外
へ
移
動
し

た
場
合
に
は
移
動
先
が
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
内
の
開
示
施

設
で
あ
れ
ば
情
報
閲
覧
が
可
能
と
な
る
(
図

5
)
。

こ
の
仕
組
み
は
、

I
H
E
規
格
の
「

I
T
-
-
必」

な
ら
び
に
「

I
T
-
-
必
」
と
い
う
施
設
相
互
の

I

D
を
交
換
す
る
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
実
現
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
一
般
診
療
所
か
ら
の
情
報
提
供
に
関
し

て
も
コ
ン
セ
プ
ト
検
討
が
進
ん
で
い
る
。
最
近
登
場

し
て
き
た
ク
ラ
ウ
ド
型
電
子
カ
ル
テ
の
中
に
は
同

一

ベ
ン
ダ
ー
内
診
療
所
同
士
で
の
検
査
デ
l
タ
共
有
な

ど
を
可
能
と
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ら
ベ
ン

ダ
ー
が
医
療
情
報
連
携
サ

l
バ
を
構
築
し
、

I
H
E

規
格
で
接
続
可
能
な
状
況
と
な
れ
ば
東
京
総
合
医
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
接
続
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
う

し
た
場
合
は
特
定
の
開
示
施
設
と
契
約
す
る
こ
と
な

く
独
立
し
た
医
療
機
関
と
し
て
開
示
・
閲
覧
が
可
能

と
な
る
。

こ
れ
ま
で
各
種
の
検
証
事
業
で
用
い
ら
れ
て
き
た

「
電
子
カ
ル
テ
を
有
し
な
い
診
療
所
か
ら
も
デ
l
タ

提
供
を
可
能
に
す
る
」
た
め
の
ア
ッ
プ
ロ

l
ダ
を
用

い
る
必
要
が
な
く
、
さ
ら
に
そ
の
ア

ッ
プ
ロ

l
ダ
の

情
報
を
吸
い
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
地
域
ご
と

の
サ
l
パ
も
必
要
が
な
い
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
は

複
数
の
ク
ラ
ウ
ド
型
電
子
カ
ル
テ
ベ
ン
ダ
ー
が
協
力

を
申
し
出
て
お
り
、
医
師
資
格
証
を
用
い
た
接
続
の

準
備
が
始
ま
っ
て
い
る
。

東
京
総
合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
り
組
み
が
軌

道
に
乗
れ
ば
、
同
じ
仕
組
み
を
用
い
て
東
京
都
以
外

の
地
域
へ
の
接
続
拡
大
も
可
能
と
な
り
、
ひ
い
て
は

日
本
標
準
と
な
り
得
る
可
能
性
も
秘
め
て
い
る
も
の

と
自
負
し
て
い
る
。
.

※

※

 

目
々
運
肇
(
め
め
ざ
わ
・
は
じ
め
)
・
日
年
東
京
都
生

ま
れ
。
別
年
濁
協
医
科
大
卒
。
同
年
よ
り
日
本
医
科
大

第
二
内
科
学
教
室
に
て
神
経
内
科
、
特
に
脳
卒
中
を
専

攻

o
U
年
同
大
に
て
医
学
博
士
取
得
、

mm
年
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
・
ル
ン
ド
大
学
大
学
院
卒
(
司
戸
口
・
取
得
)。

悌
年

日
本
医
科
大
付
属
北
総
病
院
脳
神
経
セ
ン
タ
ー
副
所
長
o

mw
年
よ
り
医
療
法
人
社
団
茜
遥
会
日
々
津
醤
院
院
長
、

日
本
医
科
大
非
常
勤
講
師
と
な
る
。
日
年
よ
り
凶
年
江

戸
川
区
医
師
会
理
事
。
日
年
よ
り
東
京
都
医
師
会
理
事

(
現
職
)。

2018年1月号療医新(127) 


